
 

 

歌と逆に。歌に。 

池田 昇太郎 

 

 

■活動内容 

本事業は、申請時に掲げたとおり、大阪に生まれ生涯にわたり大阪を主題とした詩作と批評を行った詩人・小野十三

郎の作品と足跡を、現代の言葉と表現によって再解釈し、後世に発展的に継承することを目的として実施した。今年度

は、昨年度の音楽公演での課題を踏まえ、「詩」「言葉」「声」の関係性をより多角的に検討するため、展示およびパフォ

ーマンスを含むインスタレーション形式での発表を行った。 

 

「歌と逆に。歌に。」プロジェクト 2025 

展覧会「大迂回（おおうかい）」 

会期：2025年 12月 12日(金)〜14日(日)、 

12月 19日(金)〜21日(日) 13:00-19:00 

会場：イチノジュウニのヨン 

作家：池田昇太郎 

コラボレーター：藤原佳奈、朴建雄、佐藤文音 

プロジェクトマネージメント：伴朱音 

記録編集：永江大    宣伝美術：田中裕樹 

映像・音響テクニカル：FIGYA合同会社 

プロダクションパートナー：mizutama 

 

■コンセプト・ねらい 

 池田は、大阪を拠点に活動を行う作曲家・音楽家の日野浩志郎と共に大阪で生まれ戦前から戦後にかけて活動した詩

人・小野十三郎が、大阪の重工業地帯に取材した戦前の詩集『大阪』と彼の詩論の柱である「歌と逆に。歌に。」とい

う言葉を手がかりに、3 年のリサーチと作品展開を行なっている。2024 年 8 月には、クリエイティブセンター大阪に

て、同詩集で重工業地帯として描写される大阪の湾岸エリアを中心にフィールドワークを行い、音楽公演へと展開した。 

小野は大阪文芸大学の創設者・初代校長であり、小野十三郎賞という優れた詩集等に贈られる文学賞があるにも関わ

らず、その仕事が大阪の芸術実践者に顧みられているとは言えない。本公演の制作風景や小野に関する考察、公演の録

音・録画を映像配信・出版物として世界的に発信していくことを予定しているが、それは小野への再評価に繋がると同

時に、関西だけではなく日本全体にとって文化的向上に繋がる。結果として、来場する観客だけでなく、配信を試聴す

る人や出版物を手にする人達に対しても、音楽的・文学的・視覚的という多角的な表現を提供できると考えている。 

2025 年は本プロジェクトの 2 年目にあたり、小野の詩的実践を多角的な視点で展くことを目的とし、参加型のツア

ーやパフォーマンスを含む展示形式での発表を行う。言葉、身体、空間における上演のあり方を探求している戯曲作家・

演出家の藤原佳奈、ドラマトゥルグ・批評家の朴建雄といった舞台芸術領域とのコラボレーションにより、テクストを

場に展開することを展示とする試みである。 

 

■活動実績 

 搬入設営：令和 7年 12月 8日(月)～令和 7年 12月 11日(木)  

展  示：令和 7年 12月 12日(金)～12月 14日(日)、令和 7年 12月 19日(金)～12月 21日(日) 
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搬出撤去：令和 7年 12月 22日(月) ※休廊日も会場を占有し、作品メンテナンス・記録撮影を実施。 

開館時間：12:00〜19:00   入場料：無料   展示動員数：180名 

 

▼関連企画 

①トーク「詩というメディアのパフォーマティヴな実践について(反省と派生)」 

概 要：詩人・池田昇太郎、美術家・佐藤文音、演出家・藤原佳奈が、詩/美術/上演それぞれの眼差しから本展を振

り返る。 

開催日：令和 7年 12月 13日(土) 

トーク：池田昇太郎、佐藤文音、藤原佳奈 

進 行：朴建雄 

参加費：1000円（ドリンク付） 参加者数：18名 

②ツアー「脱迂回」 

概 要：会場からある場所に向かうその道中の出来事に触れ 

ながら歩き、目的地で解散する。 

開催日：令和 7年 12月 21日(日) 

ツアーガイド：池田昇太郎  

ゲスト：おおしまたくろう、菊池航、白丸たくト、持木永大 

参加費：1500円   参加者数：5名 

 

■成果・効果  

 会場となった西成区山王のイチノジュウニノヨンは、小野十三郎の詩にも描かれた土地であり、戦前から続く商店の

倉庫を改装した空間である。ホワイトキューブや劇場ではなく、会場の歴史性や地域性を積極的に取り込むことで、現

実と地続きでありながら特異な鑑賞体験を生み出し、申請時に想定していた「会場の固有性を活かした創作」という点

を達成することができた。 

また、本展示では関連企画としてトークイベントや会場周辺を巡るツアー形式のパフォーマンスを実施し、展示鑑賞

に留まらない複数の参加回路を設けた。これにより、詩や現代美術に馴染みのない地域住民や、偶発的に来場した観客

も含め、多様な背景を持つ市民が作品と関わる機会を創出することができた。実際に、小野十三郎のことを知らなかっ

た来場者や、生前の小野を知る人物からの聞き取りが行われるなど、リサーチ段階では得られなかった知見や交流が生

まれ、作品の内容や質の向上に寄与した。また、チラシを単に広報物に留めることなく、会場内で配られた紙片を挟ん

で冊子とする構成は来場者に展覧会の場だけでなく、体験を持ち帰ることにも寄与した。 

一方で、計画していた関連企画のツアーについては、屋外での実施であったことから、雨足が強い場合も考慮し、迂

回路を準備するなどしたが、天候の影響により、参加キャンセルが相次ぎ、当初予約の半数以下となった点は、課題と

して残った。 

しかしながら、本助成金の支援により、展示の核となる機構や映像装置の開発・導入が可能となり、昨年度の音楽公

演とは異なる文脈で作品を展開することができた。その結果、来場者層にも広がりが生まれ、新たな観客層の開拓につ

ながった点は、本事業の大きな成果である。 

 

■今後の展開 

 関連企画のツアーは雨天で、開催中止を検討したが、迂回路を利用しながら開催した。屋外の開催でキャンセルが

非常に多く、少人数で敢行することとなってしまった。参加者からは反響もあったため、来年度以降も小野リサーチ

は今後も進行していくとともに、ツアーパフォーマンスとしての展開も視野に入れながら活動を行いたい。また、今

回の展示で生前の小野と関わりのある大阪市民と出会い実際に話をすることができた。今回の経験を踏まえ、生前関

わりのあった様々な大阪市民に聞き取りを行うなどの展開も考え、活動のアーカイブへ繋げていきたい。  



▼6月に行ったリサーチの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼9月のリサーチの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼展示設営中 

  



▼展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼関連イベント 

 

 

  



▼フライヤー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


